生活困窮者支援団体の設立と展開 : 認定NPO法人自立生活サポートセンター・もやいの事例研究 by 牧園 清子
松 山 大 学 論 集
第 27 巻 第 5 号 抜 刷








牧 園 清 子

































































































































































































































理事長 稲 葉 剛 大 西 連
副理事長 池 座 剛 池 座 剛
松 山 晶 松 山 晶
理事 中 村 あずさ 稲 葉 剛
中 村 あずさ
監事 岩 田 鐵 夫 岩 田 鐵 夫
石 井 宏 明 石 井 宏 明





















































































54 松山大学論集 第27巻 第5号
Ⅰ 収 入 の 部 （単位：円）
1 会費・入会金収入 5，298，200 13．5％
正会員費 322，000 0．8％
サポーター会員費 4，976，200 12．7％

































年度 寄付金収入 ％ 収入合計
2003年 2，205，840 45．7％ 4，828，871
2004年 1，554，686 18．5％ 8，400，702
2005年 6，297，412 45．2％ 13，924，020
2006年 16，289，910 71．5％ 22，773，976
2007年 28，285，654 77．4％ 36，542，831
2008年 100，520，403 87．0％ 115，537，911
2009年 51，726，578 73．5％ 70，417，794
2010年 23，277，917 63．3％ 36，757，543
2011年 20，103，416 54．2％ 37，104，590
2012年 23，363，846 59．6％ 39，222，843













































































































60 松山大学論集 第27巻 第5号






































回数 総数 生活相談 入居支援 その他
4月 4 132 69 63
5月 4 130 73 57
6月 4 150 83 67
7月 4 108 75 33
8月 5 119 70 47 2
9月 4 100 57 46
10月 4 113 66 47
11月 5 128 76 51 1
12月 4 119 61 58
1月 4 139 82 57
2月 4 122 62 60
3月 3 106 58 48
合計 49 1，466 832 634 3
表7 2011年度火曜日相談件数
資料出所）内部資料より筆者作成。重複を含む。























































































































































































































































































































































































































































































































































80 松山大学論集 第27巻 第5号
45）「第Ⅰ部概要編」および「第Ⅱ部分析編」『データ分析報告書』pp.7－260
46）相談票は8年間で3回改訂されており，記録の項目や量にばらつきがある。（同上，p.3）
47）うてつあきこ，前掲「はじめに」p.ⅷ
48）碓氷和洋「生活相談の『当事者』スタッフとして」『貧困待ったなし！』p.119
49）昼食は，「まかない」ともいわれ，大体30食くらいを作り，相談者だけでなく，ボラン
ティアやスタッフにも提供される（富樫匡孝，前掲「生活相談の変遷」P.63）。なお，ボ
ランティアには交通費も実費支給される。
50）富樫匡孝，前掲「生活相談の変遷」pp.64－65
51）新体制のキーワードは「組織化」と「コミュニケーション不全の緩和」であった（富樫
匡孝「2010年度新体制の概要」前掲『事業報告書（2009～2010年度版）』pp.5－6）。
52）稲葉剛，前掲「相談スタッフから見た生活相談」（座談会）p.283
53）富樫匡孝，前掲「野戦病院化と綻びるつながり」p.116
54）加藤茜，前掲「相談スタッフから見た生活相談」（座談会）『データ分析報告書』p.283
55）稲葉剛，前掲「相談スタッフから見た生活相談」（座談会）p.290
56）うてつあきこ「女性相談と，生活相談におけるもやいの役割と課題－元スタッフ うて
つあきこさんインタビュー」『データ分析報告書』pp.306－307
57）富樫匡孝，前掲「生活相談の変遷」p.65
58）佐藤由叶子「ボランティアの声」NPO法人自立生活支援センター・もやい編『事業報告
書（2010～2011年度版）』2011年 p.21
59）丹羽雅代「多様な人たちがともにいる場所に」『貧困待ったなし！』p.159
60）小野寺猛「サロンの当事者スタッフとして」『貧困待ったなし！』p.42，田中修一「〈も
やい〉に来てからが第2の人生」同 p.76
61）うてつあきこ，前掲「腹を割って話し合う」p.121
62）富樫匡孝，前掲「生活相談の変遷」p.71
63）うてつあきこ，前掲「腹を割って話し合う」pp.125－126
64）同上 pp.126－129
65）副田義也『あしなが運動と玉井義臣－歴史社会学的考察』岩波書店2003年 p.418
66）安立清史『福祉 NPOの社会学』東京大学出版会2008年 p.23
67）副田義也，前掲書 p.417，牧園清子「交通遺児家庭問題の成立と展開」副田義也編『社
会問題の社会学』サイエンス社1989年 pp.75－122
68）上野千鶴子「社会学の再興のために」盛山和夫・上野千鶴子・武川正吾編『公共社会学
2』東京大学出版会2012年 p.10
69）松山晶「〈もやい〉の強みと，これからの課題－内側と，少し遠くの視点から」『おもや
い通信2014年冬号』もやいニュース第53号2014年12月10日
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